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鹿児 島県に お け る「べ に ばな」の適応性に つ い て

江 畑 　正之 ・相星　勝美 ・中間　洋征

（鹿 児 島 り、ミ農 業 試 験 場）

　 べ に ば な （Cartha アncts ，加 耐 ω 癬 5 ゐ）．は エ ジ プ トの

原産で ， キ ク科 に 属 した 1〜 2年生草本で あ り，草丈70
〜 ユ5D   内外 で 広被針形 の 葉 を 彑：生 し，鋭 い 刺 が 多い 。

初夏 に な る と 櫨頭 に 紅黄色 の 頭状花を開 き，総苞片 に も

緑刺が あ り，その 草姿 は 野 ア ザ ミに 似 て い る。

　 わ が 亅1〜［に は 約 400 年前に 伝来 した と され ， 山形県で 古

くか ら栽培 され て い る 。 附花期の 花弁 を摘み と っ て 紅餅
：

をつ くり，
べ に 成分 厂カ ル サ ミン 」 を 抽出 し，高級染料，

高級化粧晶 ， 薬品等の 原料 と して い る 。 同種の 中に は子

実 に 可成 りの 油分 を有す る もの が あ り，わ が 国で は 油脂

原料 と して ア メ 1丿力 ，カ ナ ダ，中共 か ら輸入 して い る現

状 で あ る。

　南 九 州畑作地！ll；に お け る冬作物 は麦 ， なたね が 主体で

生産 が 随め て 不安定で あ り， こ れ らに 変 る新作物の 導入

が 当然要求 され る。そ の
一

つ と して 当場で は，べ に ば な

に 着 目 し， 九 州大学 ， 麗児島大学，山形県農試 ， 岡 山県

農試，曾田香料株式 会社等 か ら種子 の 分 譲 を受 け，ユ966

年 か ら著 1二
の 試験を行 な っ て 来た の で 結果 の 概 要 を 報告

す る
。

試験結果 お よ び 考察

　1． 品　　種

　同内の 品捶 な ら ひ に 輸入 種を供試 した 結埒ミは 第 ユ表 に

示 す とお りで あ る。

　県 在来種　本県の 開聞町一帯に 作られ て い る 在来種

で ， 早生 の 短程種 で 分 枝数 が 少 な く， 採花，子実収量 と

も多い 。しか し， 刺が多く採花作業 に 難点 が あり，さび

病に も弱い 。

　 岡山種　醐 山県 か ら 湛 入 した 品 極で 県 在来 種 よ り1 週

間程度開花が お くれ る が，草状が 類 似 し収 腋 も多 く， さ

び病に は県在来種よ りやや強 い 。

　山形 種　県在来種 よ り開花 は 101ヨ位 お そ い 晩 生 種 ， 長

群で 分枝数が 多 く，　茎 はや や 細 く倒伏し易 い 。 花苞 が小

さ く採花量，子実収量 と も少 な い （山形 県 よ り導入 ）。

　中国種　ll「1花期 は 腿山概程度で あ る。長 程て 分枝数多

く， 茎葉が 太 く，花苞 も大 きく採花し易い 。 収量は 県在

来種 に 劣 るが ， さび病に は強 い 。

　 中 国 剌 な し種　発芽が や や悪 く収鑓性 ｝ま明確 に で きな

か っ た が，長桿で 葉は豊円で 大 きく，葉 お よ び総登 片に

も刺 が ない 。分析 の 結果 ， カ ル サ ミン の収率，品質 と も

に 良好で ある。

　 メ キシ コ種　油脂原料 と して メ キ シ コ か ら輸入 した も

の で 提稈で 葉はやや 大 きい。勅の や や 少 な い 晩住 種で あ

る が 雨 との 関係で 灰色か び 病が 多発 し，採 極困難で あ っ

た。

　以 ．ヒの よ うに rl沼種に よ っ て 特性が 異 な るが ， 本県で は

6JMg 下匐 に 降雨が 多 く，穂発勇｛や灰 色 か び 病 が 発 生 し，

稔実 に 悪影響をお よぼ すの で 採花， 採種を 口的 に す る と

5 月中下旬に は開花を終ろ品踵 が 望 ま しい 。こ の 点レ現

在 の 品種 で は 県在来種 や 岡 山 穫 の 適 応 性が i認 め ら れ る

が，両 」粘種と も刺が多く採花 し難 く， さび 病 に も強 くな

い 。

　従 っ て ，今後は 刺な し品種の 早生化が 1必要で ， カ ル サ

ミ ン 成分 や油分含量 を加味した 11ik；±；g
’
の ｝1｝現 ， 育成が望 ま

第 1 表 品 鍾 の 特 性 概 要 （1967）
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．
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昭 和45年 1 月23日　第42回 講 演会 で 発 表
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品 　 種

県 在．
来

1「「 形

％

30

2e

10

櫺種期　発

第 2 表　　播　　種

　 芽 　 草丈（  ）

（月 日）　」鍵 　否 　 3 メヨ　 4 月

］1，ユO　　　良　　　　21　　　119

11，25　　　 ” 　　　　　11　　　 ］02

12．11 や や不 良　 6　　 81

11、10　　　9．・t 　　　　24　　　130

11．25　　　　” 　　　　　14　　　120

12．11　5
ぐ，雫

）
不 1廻　　7　　　　86

期 と 生 育 収 量 （1967）

開 花期 科 長 　出葉数（枚）

（月 「・D 　（cm ）

県 在 未 種

5．20　 120

5．24 　 106

5，26　 　 91

5，30　 　151

6．1　 156

6．4　 135

3 月　 最 終

21　 　 58

　 12　　 54

　 6　 　 45

分 枝 数

　 （本 ／株 ）

一次 　 t 次

3．7　　　0

3．3　 　　 0

3．l　　 o

花苞数　 収量 （  ／a）

（nf 当） 子 実重 　屑 重

205 　 　 17．3 　 0．5

262　　　2 ，2　　 0．8

工89　　　ユ4，8　　0．9

子 　実
ユ00 粒
重 （9）

　 4．20

　 4、00
　 3，94

24　　78　 6．0 　 2．3　　 381　　 6．6 　 3．5 　　3．！7

13　　65　 5．6 　 2，8　　　34ア　　　3，3 　 3．8　　2．57

6　　　54　　5，0　　0．9　　　　381　　　　3．7　　4．3　　　2．79

山 　形 　種

11）II。［！l！M　　　　 ／ りヤへ

飃二〆類 ：こミ1＞
　 21　　23　　25　　27　　29　　3／　　2　　　4　　　6　　　8　　董0　　12　　14 　　16王31517192L 　 232527293 正 245

れ る 。

　 2． 播 種 期

5 月

第　1 図　　 閉

6H

　1966の 試作 の 結果10月 に 播種す る と ア ブ ラ ム シ が 多発

し，ウ イ ル ス 性病害 の 被害 が は な は だ し く枯死株が増加

し，順調に 生育 した U 月上 旬揺に 比べ る と ， そ の 4分 の

1 程度が 健全株 で あ っ た 。 翌1967年 は県 在来種 とpl」形種

を供試 し，11月以降の 播種 に つ い て 検討 した結果， 第 2

表，第 1図 に 示す と おり，11月巾の 播種 で は順調に 発芽

す る が，播種期 が 12月 に な る と発芽 に 長期間 を要 し， し

かも不揃 とな る 。 その後 ，冬期間は 緩慢な生 育で 経過 し，

葡伏型 の様相を呈す る が，3 月中旬以降気温 の上 昇に 伴

な い 草丈や出葉が 急速 に 進み ， 4月上 旬 に は 着曹 が 認 め

られ る。ま た，早播ほ ど生育旺盛 で ある 。

　開花 （第1 図） は 早ま きほ ど早 い が，揺種期の 1 ヵ 月

間の 差 は 開花期 に な る と 5〜 7 日に 短縮 され る 。 県在来

覆 は 胴花走 か ら開 花始 まで 3〜4H ，そ の 後 4 〜6 日 で

最高に 達 し，開花始後 9 日程度で 約90％開花す る 。こ れ

に 対 し，1．k形種 の 開花は遅 く緩 慢 で 9 ％ 程度の 開花 に £鞏

する まで 15〜2e日 と長期問を要して い る 。

　従 っ て，県在来種 は 1【1形種 に くら べ 開花始で 7 〜 9 口，

開花期 で 12〜ユ4日早 く，本試験 の 範囲で は 5 月中下旬 に

殆 ん ど開 花 を終 る 。

一方， il彫 種 は 6月中句まで 開花 を

続 け ，
この よ うな晩生 種 は 早播 して も早 生種の 晩播 に お

花

よ ば な い 。

5 月

況

5 ）1

　花苞 は早 く「粥花 した もの ほ ど大 き く，

一
花蔵当 り子実

粒数も多 く， 充実も良 い が ， 閉花最盛期以降 に 咲い た 花

は 小 さ く子実 100粧 重 も減少して い る。

　子実収量 は 早生の県在来種で ア
ール 当 り15〜20kg程度

で あり，
ユ2月上 旬播に なる と 生育量 不足 の た め 減収す

る。晩生 種 の 山形種 は 閉 花結実 期 閥 が 雨 期 1こ遭 遇 す る関

係 もあ っ て 稔実不良で 減収 し， 採種 を対象に 考え る と晩

生種 は本県 に 適 しな い こ とが こ の 結果か ら もい え る 。

　以．ヒか ら本 県で の 播 種 適 期 は 1ユ月 上 〜 下 旬 で あ ろ う。

　 3． 播 種 量

　第 3 表 の とお り，両播種期と も播種量が 多い ほ ど採花

量，子実収量 と も多収 の 頗向 を示す 。

　播種最の多い 場合は稈長は低 くなる 傾向に あ り，
1株

当 り花苞数 は少 ない が ，
  当 り花 苞 数 は多 く生 花 お よ び

子 実収 賦も多い 。県在来種の よ うな分枝数の 少ない 品種

の 播種量は ア ール 当り 5009 程度が適当で ある が，花苞

数 の 多い こ と は 採花労力を多 く要 し，こ の 点か ら は ア
ー

ル
’1
物 3509で も可能 と思われ る 。

　 4． 採花と稔笑

　 1968年 閖 花後 の 採花 股 とそ の 後の 稔実 との 関係に つ い

て 調査 した （第 4表）。開 花 こ1
／
r「iか ‘〕） 2 「

一
｝厂｝ま て は花弁

の 抽出不完全 で 採 花 」llも少 な く，開 花後 3 則 1に な る と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト
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第 3 表 　拙 種 蠻 と 生 育 収 量 （1968，県在 来種）

　　 　　 　　 播 種 量

播 輙 　期
　　 　　 　　　（9！a ）

開 花 期 株 　 数 　 花

（月 日 ）　　（1，f当 ）　　（【  当）

　　 苞 　 　数 　　桿　 　長

　　 　 （株 当）　　 （cm ）

145　　　　　 2．4　　　　　　74

131　　　　 ］．6　　　　 70
195　　　　　　1．7　　　　　　　66

収　 　 （kg／a ）

11月10日

2503505002503505005．125
．125

，11

6184116

生花璽 　　子 実重

　 6．0　 　 　 5．1

　 6．5　　 　 6．9

　 7．4　 　 　 7．1

11月25口

5．14　　 　 　 55
5．16　 　 　 　 86

5，15　　 　 119

113　　　　　 2．1　　　　　　77

120　　　　　 1．4　　　　　　74

173 　　 　 　1曾5 　 　　 　 70

5．3　 　 　 8．2

5．1　 　 　 9．2

6．7　 　 　 9．9

第 4 表　　囲 花後 の 経 過 日数 と採 花 重及 び 稔 実 （1967， 県在 来 種 ）

処 j！［狸 別…
5 月 19 日 開 花

環　 口

　　 　 採花生重
　一当
　 花 　 　子 実 重

　 也 り
　　 　 子 実粒数

　 1無 採 花、丶一1

　　　　　　　（9 ）　　　 0

　　｛　　 　　 　　 　 （” ）　 　 123

　　 　　 　　 　 （粒）　　　28．5

子 実 ｝・
・粒 重 （・L ±吊

1
一

2 日 目

0．37
］．ユ627

．04

．30

3 口 1翼 　4 日 目

  ，47　　　0．46
1．15　　 1．ユ3

26．9 　　26．7

4，29　　　4．25

　　　　　　　 5 丿ヨ 25 日 G冠 才它

5 日 E］　 無採 花　　当　　　　　3 日 目　　4 口 目　　5 鬥 目

0，43　　 　 0
1，28　　　0．80

29，0　　　21．0

4．43　　　3．83

O．　390

，7620
．03

．95

0．44　　 0．31　　 0．26

0．85　　　0．82　　　0．78
21．4 　　20，7　　20．7
3．98　　　3．98　　　3．78

完全闘花 し， 第 4 表 の とお り生花重 は最高と な る。闊花

後 4 円 目以降 は花弁の 萎調が は じま り， 採花 の 際刺が 指

先 に 触 れ 易 く， 採 み と りが
一

層 「祠難 となる の で 採花時期

は開花後 3 「旧 が 適当で あ る 。

　 しか し，実用的 に は 開花が 始 っ た ら 2 〜4 日 ごとに 採

花す べ きで ，朝露 の あ る 時刻に 摘 む と刺が 柔 らか く作業

し易 い。ま た ， 採花時期 が早 い と残 り花弁が 再 び 抽出す

る こ とが あ る。

　採花後の 稔 実 に っ い て は， 5月19日開花 と 5 月25 「「開

花 で Zt−T一の 傾向が異 な るが ， 無採花 に くらべ ヨ突 重，子

実粒数と も殆 ん ど変らず ， 開花後 2 目以内で 完全 に授精

し，採花が 稔実 に お よぼ す 影 響 は 殆 ん どな い と考 え られ

る 。

　5． 成　 熟

　開花後15日 目か ら 5 日 ご と刈取 り， 子 実の 充実状況 を

み る と第 5 表の 通 りで ， 開花後20日以降の 子実重 の増加

は少ない が 油分は 開花後30口 ご ろ ま で 暫増 して い る 。 発

芽能力は 開花後25〔秤度 に な る と成熟期刈取 と殆 ん ど変

ら な い 。

　従 っ て 先述 した とお り，
ベ ニ バ ナ は雨期 に 入 る と穂発

芽 し易い の で 種 子 用を対象 に した場合は 開花後25 日 程度

で 採種 し て 良 い が，油脂原料 と して 採種す る 場合 は 開花

後3G日以降収穫する 必要が 認 め られ る 。

　6． 病 害 虫

　現 在 まで 発 生 を認 め た 主 な病害虫 は，さび病， 灰色か

び病， ウ イル ス 性病霽，キ ク ノ ヒ ゲ ナ ガ ア ブ ラ ム シ，エ

ゾギ ク ノ シ ン ク イ ム シ等 で ，ア ブ ラ ム シ に 対 して は ダ ィ

シ ス トン 粒剤 の 土壌施薬 の 効果が高い
。

　さ び病 に 対 して は第 6 表に 示す とお り，ダ ィセ ン，ジ

マ ン ダ ィ セ ン の 効栗 が 最 もす ぐれ，オーソ サ イ ド， ダ イ

ホ ル タ ン
， 石灰硫黄合剤 ， グ リ ン カ ッ パ ー

等 の 効果 も認

め られ る 。 ジ マ ン グイ セ ン
， ダ イホ ル タ ン ，グ リン カ ッ

第 5 表　　開 花 後 の 経 過 口 数 と 登 熟 （1968， 県在来種）

5 月 12EI 開 花 5 月 16 日 開 花

採 種 時 期　　1花苞当 分

量

）

　

　

％

油

含
（

実

粒
幻

　
バ
リ

く

子
10
重

発芽率（％ ）　　 1花苞当

子　実 子実 重

粒 数　（9 ）．．
6 日 目 10日 目

子 　実 子実重
准立．麩　（9 ）．

子 実 油 分 発芽率（％ ）
100粒 含　量

一

璽 （9 ）　 （％ ）　 6 日 団 10 日 目

腑花後15日 目

〃 　 　20 〃

” 　 25 ”

〃 　 30 〃

成 　 熟　 期

19．920
．921

，12L820

．5

0．570
．720

．790
．830

．77

2．833

．463
．733
．793

．76

12，618

．120
．021

．121

．3

48、043

．569

，077

．087

．5

54，048
．584

．083
．　588

．5

24．224

．　024

．624
．925

．8

0．72　　　2．95
0．95　　　 3．96

104 　　　4，23

ユ．12　　　4．51
1，14　　　4．41

10．016
．2

］8．720

，520
，3

21．552

．583
．087

．076
，5

28，086

，589
．595
．595

．5
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　　 第 6 表 　さ び 病 の 防 除 効 果

　　　　　　　　　　　　　　　　発病 （％ ）子 実重
iv−i欠 薬 斉lj と 濃 度 薬害

一
　

一

　　　　　　　　　　　　　　　 葉率 指 数 （  ／a ）

　 　 グ 　イ 　 セ 　ン 400倍液 無 8224 ．7 　
−

1967 石 灰 硫 黄 合 剤 　
”

　 少 10062 ・4 　
一

　 　 オ ー
ソ サ イ ド 　” 　 無 10054 ．3 　

一

　 　 無 　 散 　 布
” 10072 ．1 一

　　 ダ イ ホ ル ク ン 800倍液

　　 ジ マ ン ダ ィ セ ン 400 ”

1968 グ リ ン カ ッ パ ー 400 ”

　 　 ラ 　 ス 　 ト 　 ン 600 ”

　　 ト ッ プ ジ ン 600 ”

　　 無　　　　散　　　 　布

” 　100 　6L 　5 　10．4
” 　　92　　44．0　　13．3
” 　100 　6＆ 0 　10．3
” 　100　　75．5　　7．2
” 　100　76．2 　 8．4
” 　100 　71．8 　 7．6

パ ー
等 の散布に より茎葉の枯死 が少な く登 熟を良好に し

著 しい増収を示 して い る （第 6表）。

摘 要

本県 に お け る 「べ に ばな」の 適応性を検討す る ととも

一 79 一

に 2 〜3の 特性に つ い て 調査 した。

　本県で は 6月中下旬に なる と降雨量 が 多 くなり，べ に

ば なの 採花作業，結実に 支障をきた す の で 5月中に 開花

が終 る 早 生 品種 を用 い
，

ユ1月申に播種す る こ と が 最も適

応 して い る もの と考え られ る。この点か ら採花用 と して

は 県在来種，岡 山種が 良 い が ， 両 品 種 と も刺 が あ り採花

f乍業｝こ難点がある Ω

　採花 は開花後 3 日 目が 最適で ある が 実際的に は開花後

2〜4 日 ご とに実施すべ きで あ る。採花 して もその 後の

稔実に は 悪影響 は 認め られない 。

　子 実 の 充実 は開 花 の 早 い 花苞 ほ ど良好で ある が ，開花

後25日程度で種子 用 と して採種可能で あり，油脂原料 と

して は開花後30日以降に収穫する必要が あ る。

　 4 月上 旬 ご ろ か ら発生 の 多 い さび 病 に 対 して は ダ イ セ

ン
，

ジ マ ン ダ イ セ ン等 に よ る 防除効果が高 く， 登熟も向

．ヒす る。

　今後は早生で刺な しの多収 （生花 ・子実）で 良質品種

を目標 に 選抜を進 め ，採花用 と併せ含油燈の 多い 外圜品

種 に つ い て も検討の 要がある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …
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